
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

        

施設名：日本赤十字社  福井赤十字病院  健診センター                                    

受審施設の概要  

福井赤十字病院は、福井県福井市にあり、1925年に日本赤十字社支部病院として開業した。

地域基幹病院としての役割を担っている。  

1963年に、健診部として人間ドックを開始し、 1990年に健診センターを開設した。 2015年

には改修が行われ、現在の施設となる。  

交通アクセスは、福井駅からバスで約 10分であるが、多くの受診者は車での来院である。

年間受診者数は、一日ドック約 1,900人、生活習慣病予防健診約 4,200人である。  

本機能評価は 2008年に初回認定を受け、今回は 3回目の更新審査である  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

 健診センターは健診部の位置付けであり、運営の基本体制や医療安全等を含め、運営の主

体は病院である。  

理念・基本方針・受診者の権利は、健診センターとして独自に定められ、施設内掲示やパ

ンフレット・ホームページへの掲載で周知されている。  

個人情報保護や職業倫理規定・臨床倫理方針は、病院として定められており、ホームペー

ジに掲載されている。  

就業規則は病院で作成され、ハラスメント相談員は各専門職単位で 7 名が選任されている。  

計画的な運営に向けては、病院全体の中長期計画に基づき、健診センターとしても単年度

単位ではあるが、受診者数や売上を含めた計画が立案されている。  

 病院として、組織体制が構築され、業務分担表等を作成して運用している。健診センター

としての組織図も作成され、病院としての活動内容や周知すべき事項は、電子カルテにて閲

覧可能である。  

病院の一部門であり、医師や医療従事者は、病院勤務と並行して健診に携わっている。常

時勤務者は事務職員のみである。  

 教育体制や医療安全管理体制・情報の管理体制は、病院と一体化されている。  

 高齢者や障害者への対応については、フロアはバリアフリーで整備されている。  

外国人受診者は、現在は無いが、病院に医療支援課があり、外国語対応は可能である。又、

通訳アプリも準備されている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

予約・受付業務は、マニュアルに沿って行われている。健診料金の収受は、健診センター

で請求書を発行して病院窓口で精算する体制である。  

会計報告は、病院の会議や健診センターの委員会で行われている。  

日本人間ドック学会が定める基本検査項目やオプション検査が実施されている。任意検査

項目の定期的な見直しが行われている。  

受診環境については、診察や医療面接は個室で行われ、番号での呼び出しが可能である。

広い個室での診察や医療面接、採血、身体測定などはパーティションで仕切るなどプライバ

シーに配慮されている。健診フロアには案内スタッフを配置している。病院受診者と混在し

ないため、上部消化管内視鏡検査はセンター内で行っている。女性専用エリアを設けており

基本検査項目はエリア内で実施、女性スタッフが担当している点は評価できる。  



受診に関する事前の情報提供は、ホームページや事前送付書類によって行われ、受診者か

らの質問への対応方法に関するマニュアルがある。検査の安全性確保のため、受診当日は保

健師、看護師による医療面接が最初に行われ、患者情報が書面で共有されている。急変時の

対応にはマニュアルが整備されているほか、センター内に AED や救急カートを設置し、訓練

も定期的に実施されている。  

検体検査、生理、画像検査は、業務マニュアルに基づいて行われており、内部、外部精度

管理や機器の保守点検も適切に実施されている。腹部超音波検査は日本超音波検査技師会な

どのサーベイに参加、マンモグラフィは日本乳がん検診精度管理中央機構の認定を受けてい

る。  

検査結果、画像・生理機能検査の判定は、概ね日本人間ドック学会の判定区分や画像検査

判定マニュアルに基づいているが、結果表の記載方法は検討を望む。画像の読影・判定は、

センター内の人間ドック健診専門医、放射線診断専門医と併設病院の専門医が行い、胸部Ｘ

線、上部消化管Ｘ線、マンモグラフィは二重読影および比較読影を実施している。眼底検査

も専門医が読影・判定している。最終判定は施設内の専任医師が行っている。  

医師による当日結果説明の実施率は 100％で、身体測定、血圧、尿検査、血液検査のほか、

心電図、胸部Ｘ線、腹部超音波検査も説明しており評価できる。  

保健指導は、結果説明後に保健師、看護師が行っており、スタッフの育成教育プログラム

が作成されている。健診システムに指導内容を記載して、次回受診時の指導に反映している。

希望者には、食事指導や禁煙指導を実施している。対象者を限定しているため保健指導の実

施率は 46.４％である。前回受審時よりは改善されているが、受診者全員が保健指導を受ける

ことができる体制の構築に期待する。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者からの意見・要望を把握するための意見箱は、センター内に 3 か所設置されており、

意見や要望を直ぐに改善に役立てるシステムがある。  

フォローアップについては、受診勧奨マニュアルを作成しており、受診 1 週間後に、電話

での受診勧奨、その他の未受診者には受診 4 ヶ月後に受診勧奨の用紙を郵送している。紹介

状の返信はシステムに入力し、管理している。  

悪性疾患の精検実施把握率は平均 72％であり、更なる受診勧奨の体制強化を望む。その他

の要医療や追跡検査、経過観察のフォローアップ体制も強化されているが、経過把握率の向

上の取り組みに期待したい。院内の診療科に紹介する場合は、紹介状の作成や受診予約がで

きる体制が整っている。他院受診希望者は受診者の要望に合わせて紹介状を作成している。  

健診集計結果は病院年報に掲載されている。日本人間ドック学会などが実施する調査に参

加している。今後、医療スタッフも含めた学術活動の活性化にも期待したい。  

情報提供は、行政の広報誌への健診結果に関する連載や、院内広報誌の発行などが行われ

ている。  

保険者との連携については、要請があれば健診結果をデータ化して提供するしくみがある。 

業務改善に向けては、毎年、健診センターの目標を設定し、病院幹部との面談や評価もな

されている。  

 

総括  

 病院との連携が良好で、各診療科とのリアルタイムでの読影や専門医の判定関与等、適切

な体制が構築されている。  

前回の指摘事項は、現在、検討中の事項もあるが、概ね改善が図られている。フォローア

ップや追跡検査、また保健指導の体制は、徐々に整備されてきた。近く、健診システムの更



新も予定されており、さらなる健診の質向上に期待する。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2023 年  10 月  12 日  

認定承認日  2023 年  10 月  28 日  

 

  

 


